
冊子改訂のお知らせ

練馬区内の農業者向けの補助事業や
各種制度の最新情報を反映しました。

この表紙が目印！

NEWS

● 就農希望者や後継者を対象としたセミナーのご案内を追加
　 しました（フレッシュ＆Ｕターン農業後継者セミナー）
● 農業経営の相談窓口で就農希望の法人も相談ができるよう
　 になりました
● 農地の長期貸借に対する奨励金（農地長期貸借促進奨励
      金）の対象に２年間の賃貸借が加わりました
● ブランド化などの支援（チャレンジ農業支援事業）の事例
　 等を紹介するページができました
● エコ農産物の販売や、有機肥料活用促進に対する補助の
　 対象が拡大しました

練馬区ホームページ
でもご覧いただけます

詳細は裏面へ

● 練馬区役所北庁舎３階 都市農業課窓口にて配布中



農業者の便利帳農業者の便利帳 農業者の便利帳

ねりまねりまねりま

営農に役立つ最新情報を更新！

練馬区都市農業担当部 ｜ 都市農業課
住所：練馬区豊玉北6-3-1 練馬区役所北庁舎３階　TEL：03-5984-1398

主な改訂内容
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対　象

有機質肥料利用促進事業

事業内容

都

補 助 率

要　件

申請時期 詳しくはこちらまで

堆肥や機械類などの購入経費を補助します
冊子18ページに掲載

練

14

対　象

交 付 額

農地長期貸借促進奨励事業

事業内容

詳しくはこちらまで
練馬区都市農業課
都市農業係
TEL：03-5984-1398

都

農地を貸したい
冊子15ページに掲載

主な改訂内容

令和７年度にお送りしているお手元の冊子とともにぜひ保管ください。

●東京都食料安全課　生産環境担当　
　　　　　　　　TEL：03-5000-7213
●JA東京中央会　都市農業支援部
　　　　　　　　TEL：042-528-1375

（一社）
東京都農業会議ＨＰ

※

更新部分は　マーカー　でお示ししています。

都内の優良農地を保全するとともに、新規就農者や経営規模の拡大を目指
す農家等の担い手が、安心して営農できるよう、借り手へ10年以上または
２年　の農地の賃貸借権を設定した場合、貸し手に奨励金を交付します。
※ 本奨励金の交付を初めて受ける場合の農地に限り２年間の賃貸借権の
    設定も対象
都市農地貸借円滑化法第４条に基づく新規の賃貸借契約
（賃貸借期間10年以上または２年）を締結した生産緑地の貸し手
ただし、２親等以内の親族との間で貸借した場合は対象となりません。
10年以上の場合 　1,000㎡あたり   120万円
２年の場合　   　  1,000㎡あたり     20万円

土壌診断を受けた結果、必要となる化学肥料の施肥量の一部を堆肥等の
有機物資材で代替する場合や堆肥散布機など機械類の購入経費を補助
します。
ⓐ 土壌診断   　ⓑ 堆肥（ペレット堆肥を含む）
ⓒ 緑肥の種子　ⓓ 緑肥の栽培およびすき込むための機械類
ⓔ 堆肥散布機の導入
⑴ 都内の販売農家
⑵ 土壌診断を実施し、一定量の施肥が必要と判断され、化学肥料の代わり
    に堆肥等を使用する農家
ⓐは10/10以内
ⓑ～ⓔは2/3以内 ただし、エコ農作物の新規認証取得者に限り3/4以内
ⓑ・ⓒはそれぞれ上限30万円まで
ⓓ・ⓔは合わせて補助金の上限200万円以内、下限は10万円以上     
例年５月上旬～７月下旬



主な改訂内容

令和７年度にお送りしているお手元の冊子とともにぜひ保管ください。
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対　象

エシカル×アグリプロモーション事業

事業内容

都

補 助 率

詳しくはこちらまで

申請時期

東京都エコ農産物の販売力をアップしたい

●東京都食料安全課　生産環境担当　　　　　　
　　　　　　　　TEL：03-5000-7213
●JA東京中央会　都市農業支援部
　　　　　　　　TEL：042-528-1375

練都 ・・・東京都の事業　　　　　・・・練馬区の事業　 　　　・・・ＪＡ東京中央会・ＪＡ東京あおばの事業JA

6

事業内容

支援内容

ブランド化など新たな取組にチャレンジしたい

助成金による支援内容

詳しくはこちらまで

都

経営改善にチャレンジする意欲ある農業者等に対して、新たな取組を支援
するため、ブランディングや経営分析などの専門家を派遣し、農業経営の
多角化・改善に向けた取組への助成を一体的に行います。また、販路開拓
を支援する販路開拓ナビゲータを派遣し、最適な販売先を見つけて売り込
みを支援します。
〇 チャレンジ農業支援センタースタッフによる相談と課題に応じた
　 専門家の派遣
〇 販路開拓ナビゲータの派遣
〇 助成金による支援

東京都農林水産振興財団 
チャレンジ農業支援センター
TEL：042-524-3191

チャレンジ農業支援事業

〇 助成対象：都内産農産物の販売促進(PR用チラシ、看板等デザイン費、HP制作費等)、
　　　　　 　都内産農産物の商品開発(加工品の開発・試作に必要な経費等)
〇 助成農業者：専門家派遣を受けた農業者等
〇 助成率等：事業費は１件あたり、30万円～500万円
                     助成率は2/3以内

冊子６ページに掲載

冊子17ページに掲載

更新部分は　マーカー　でお示ししています。

エコ農産物の新規認証生産者および新規に認証品目を拡大した認証生産者を
対象に、新規認証品目の種苗や化学合成農薬に頼らない防除資材の導入等を
支援します。
⑴ 認証マーク付きの出荷資材導入経費の一部
⑵ 新規認証品目の種苗導入経費の一部
⑶ 農薬に頼らない防除資材の導入経費
　 の一部
⑴は2/3以内、⑵と⑶は1/2以内
例年５月上旬～７月下旬



主な改訂内容

令和７年度にお送りしているお手元の冊子とともにぜひ保管ください。

３ 基礎を身に付けながら地域とつながりたい 都

事業内容

受講対象者

２か年のカリキュラムを通じ、同じ時期に就農した都内・地域の農業者とつ
ながりながら、基礎的・実践的な農業技術や経営管理等を習得できます。
近年都内で就農した者および開講までに都内で就農が確実な者、農業所得を
得ることを目指す者 等（詳細は下記HPを参照）
２年間（土・日・祝日除く）
18,000円程度
90名程度募集人数

受講料
期　間

詳しくはこちらまで

フレッシュ＆Ｕターン農業後継者セミナー

JA

JA東京あおば
地域振興部農業振興課
TEL：03-5910-3066

※受講料および募集人数は年度により変更となる
　可能性があります。
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事業内容

対 象 者

農業経営について無料で相談できます

相 談 料

都

要 件 等

受付時間

農業経営相談窓口事業

詳しくはこちらまで
●一般社団法人 東京都農業会議　　　　　　
　　　　　　　　TEL：03-3370-7146

新規掲載
（冊子４ページ）

冊子６ページに掲載

更新部分は　マーカー　でお示ししています。

●  都内で就農を希望する「個人」については、
　  東京都農業経営・就農支援センターの就農相談
     をご利用いただけます。

　  　公益財団法人 東京都農林水産振興財団
　  　農業支援課　TEL：042-528-1357
     　月曜日～金曜日　９時～17時（電話・オンライン）

「後継者へ経営を移譲する手続を知りたい」など農業経営に関わる相談や、
都内で農業参入を希望する企業等からの相談に、税理士や司法書士
などの専門相談員が対応します。
都内で就農している個人・法人、都内で就農を希望する法人
無料
〇 １回の相談時間は、120分を限度
〇 １経営体あたり２相談事項まで。各項目についてそれぞれ３回を限度
     ※法人参入の相談の場合は、回数制限なし
月曜日～土曜日　９時～17時（電話・オンライン）
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